
怒る女性週刊誌 

 

表題と写真は毎日新聞 4 月 22 日夕刊「特集ワイド」である。タイトルは表題の前に

「政権批判 読者に押され」とある。リードから。芸能ゴシップや美容・健康情報など

で華やかな女性週刊誌に“異変”

が起きている。安倍晋三政権をス

トレートに批判する硬派な記事

が目立っているのだ。俎上に載せ

るのは、安全保障法制の見直しや

憲法改正、原発再稼働、アベノミ

クス、そして女性活躍推進といっ

た目玉政策。この怒り、どこから

湧いてくるのか。 

政治にモノ申す記事が増えて

きたきっかけとして関係者が口

をそろえるのが東日本大震災と福島第 1 原発事故だ。「女性自身」の田辺浩司編集長は

「震災以降、特に主婦層は子供たちに明るい未来、安全な社会を残してあげられるのか

を考えるようになった。そこに訴える記事を出そうというのが編集方針。特に原発、福

島は徹底して追いかけている」と明かす。 

「女性自身」は 4 月 7 日号の人気連載「シリーズ人間」で「これからも『国民を踏み

潰す国』でいいのですか」と題した沖縄・辺野古のルポを掲載。米軍普天間飛行場の移

設反対を訴え座り込みを続ける戦争体験者の思い、子育て世代の家族の率直な声を取り

上げた。写真グラフも含め 7 ページの大型記事だが「涙が止まらなかった」「美容院で

記事を見て、もう一度読みたくて買い直した」といった熱い反響が寄せられた。 

2 人の子の母親でもあるタレントでエッセイストの小島慶子さん（42）は「女性誌は

ファッションやゴシップなど『見たい、知りたい』という読者の率直な欲求に応えるメ

ディア。政権批判の記事は、異論を許さず、なし崩し的に変わろうとしている世の中へ

の異議申し立てとも言える。批判を恐れて口をつぐむ人が増える中、生活実感を基に『他

人がどう言おうと、私はおかしいと思う』と言える、血の通った言論をなくしてはいけ

ない」とエールを送る。 

女性週刊誌に噴出する怒りのマグマを無視すれば、やがて地殻変動につながるかもし

れない。日ごろ女性週刊誌はめったに読まないが、また本屋で立ち読みしよう。 

                             (2015 年 4 月 26 日) 


